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シンポジウム  1：内分泌外科医の教育：若手医師が求めるもの
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他学会の若手の会



東京大学病院胃食道・乳腺内分泌外科

外科医を目指す若手医師■他学会の若⼿の会 乳癌学会U-40 MIRAY1

活動⽬標：
• 施設、科を超えた横断的ネット

ワークの形成
• キャリアパス⽀援
• 学⽣や研修医のリクルート‧教育



東京大学病院胃食道・乳腺内分泌外科

外科医を目指す若手医師■他学会 内分泌学会U-47 中堅若⼿の会（YEC）

活動⽬標：内分泌代謝
領域の基礎及び臨床研
究を志す若⼿‧中堅研
究者の育成を恒常的に
促すことを⽬的として
活動しています。



東京大学病院胃食道・乳腺内分泌外科

外科医を目指す若手医師■他学会の若⼿の会

U-40 日本心臓血管外科学会
https://jscvs.or.jp/u-40/

日本呼吸器外科学会 JACS NEXT
http://www.jacsurg.gr.jp/jacsnext/next-top.html

■コンテンツ
◆ JACS-NEXTとは理念と⽬的
◆ (1) 若⼿医師の知識、技術の教育‧啓発を⾏い、成熟を促進する。
◆ (2) 施設や所属医局の垣根を超えたネットワークを作り、情報交換、親睦を図

る。
◆ (3) キャリアパス形成を実現するため修練環境の整備と向上を⽀援。
◆ (4) 学⽣や初期臨床研修医のリクルート活動を積極的に⾏う。
◆ (5) 未来の呼吸器外科を担う⼈材を育成する。

■コンテンツ
◆ U-40とは
◆ 代表挨拶
◆ 支部（8支部）
◆ 主な活動
◆ イベント情報
◆ U-40 会員専用
◆ U-40代表は⼼臓⾎管外科学科理事会のオブザーバー
◆ サマースクール

https://jscvs.or.jp/u-40/
http://www.jacsurg.gr.jp/jacsnext/next-top.html


東京大学病院胃食道・乳腺内分泌外科

外科医を目指す若手医師■他学会の若⼿の会

心不全・循環器系学会の連合 - U40心不全ネットワーク
https://u40hf.com/

日本消化器外科学会 Under 40委員会
https://www.jsgs.or.jp/modules/education/index.php?content_id=33

■コンテンツ
◆ Under 40委員会

• ❝Under 40委員会❞とは
• ビジョン
• ミッション
• 理事⻑よりメッセージ
• 委員紹介（写真）
• これまでの活動

◆ U-40セミナー
◆ U-40座談会

◆ U-40⼿術⼿技勉強会
◆ U-40アンケート調査結果
◆ U-40委員会キックオフ
◆ U-40コラボ企画
◆ U-40公式SNS運⽤ポリシー

■コンテンツ
◆ ABOUT US
◆ U-40心不全ネットワーク？
◆ 参加申込
◆ Core Members
◆ Heart Failure Fellow Course
◆ Research Projects
◆ Activities
◆ Publication
◆ Web配信
◆ お知らせ ~What’ new~

https://u40hf.com/
https://www.jsgs.or.jp/modules/education/index.php?content_id=33


U-40の共通項

•横断的ネットワーク
•キャリア支援
•ワークライフバランス
•学生からのリクルート
•意見集約機関
•研究支援
→各々の領域の幹部候補生育
成の目的が垣間見える。



内分泌外科学会の
取り組み



過去3年間 学会の取り組み  

2022年 第34回日本内分泌外科学会総会  特別企画1
「内分泌外科の未来に向けて今何が必要か ?」

2023年 第35回日本内分泌外科学会総会  PD5
「心身ともに元気で長く働くために」
働き方改革や女性医師の支援に向けて

2024年 第36回日本内分泌外科学会総会  
特別企画1「内分泌外科専門医制度のこれまでとこれから」
特別企画2「内分泌外科医のリクルート戦略」
若手医師・女性医師から魅力的な内分泌外科になるために
は

山﨑 春彦 魅力的な内分泌外科にするために～各分野での取り組み（外科編）～
滝澤 奈恵 魅力的な内分泌外科にするために―泌尿器科での取り組み―
北村 守正 魅力的な内分泌外科にするために～各分野での取り組み（耳鼻咽喉科・頭頸部外科編）～



今までの学会の取り組み  

2023年 第35回日本内分泌外科学会総会  
PD5
「心身ともに元気で長く働くために」
働き方改革や女性医師の支援に向けて

佐川　庸　男女共同参画医療の現状と課題
尾身葉子　働き方改革への取り組み
藤島　成　ICTの活用とタスクシフトによる労働環境改善
菅沼伸康　働き方改革に向けた準備状況　～総合外科医局での取り組み～
中澤祐子　女性外科医のキャリア形成



今までの学会の取り組み  

2024年 第36回日本内分泌外科学会総会
特別企画  1「内分泌外科専門医制度のこれまで
とこれから」

特別企画2「内分泌外科医のリクルート戦略」
若手医師・女性医師から魅力的な内分泌外科に
なるためには

市川智彦　泌尿器科領域における内分泌外科専門医の現状と課題
北村守正　耳鼻咽喉科・頭頸部外科における内分泌外科教育と今後の展望

滝澤奈恵　関西医科大学泌尿器科における若手医師・女性医師リクルート・育成戦略
五島悠介　千葉大学泌尿器科と関連病院での副腎外科医リクルート戦略
塚本大樹　一般外科医が内分泌外科医を志した理由
崎村千香　ダイバーシティアンケート結果の報告と、今後、取り組むべき課題について
福原隆宏　魅力的な内分泌外科学会にするために～耳鼻咽喉科の立場から～



東大の取組み
医学生へのコミット



医学生の参加2025年外科学会  



医学生6年生　堀添惠さん  

各々の若手学生に
合わせた研究テーマ
の提供
話し合いを持ち、
半年前からの準備

学究タイプの彼女に
は・・・
内分泌内科の知識も
あわせた副甲状腺の
局在診断とPDEについ
て



5年生金子なるみさん内海智玖君

手術好きの彼女は・・・
縦隔鏡鏡視下手術

ﾁｬﾚﾝｼﾞ精神旺盛の彼には
…
本邦初報告症例を



専攻医望月Dr・八木橋Dr発表  

消化器志望の彼には…
超高齢者の手術適応



若手をつなぐ
プラットホーム



東大の若手をつなぐプラットホーム



このプラットホームでできること

既存の外科専攻医を外科診療科同士が奪い合うのではなく、
医学教育部門も巻き込んで、卒前教育からアプローチする
外科医のなり手を増やす



患者さん向け診療補助解説動画



レジデントとの対談動画



公開にあたって院内他部署と折衝  

●広報担当：パブリックリレーショ
ンセンター

●個人情報担当：法務・コンプライ
アンス室　顧問弁護士

●医学教育部門：卒前卒後教育



将来性



収益：例：土曜AM PM内分泌外科

●内分泌外科は開業に役立つ　競合相手が皆無

●エコー一本で開業可能

●エコー＋採血で窓口収入 3割6～7千円約2万円、1
日10人患者さんみれば収益確保

●甲状腺採血は TgAb TRAb　免疫学的判断料が算定

●甲状腺疾患は特定疾患管理料を算定可能

●処方のみでも 3割負担窓口収入約 1500円(3割)
●患者さんを一生涯にわたってフォロー

62人で
73万円

社保 国保



結語 
●ICTを活用したプラットホームを提案した。

●医学生・若手医師　卒前・卒後と前倒しにシフト
させて外科人材育成を長期計画で考える。

●指導者はメンター教育者として自覚をもって後継
を育てる。

●内分泌外科の伝統を継承し、若手医師が安心し
て将来像を描きキャリア形成できる環境づくりを
支えたい。

●今後も業界全体で若手を大切に育てていただき
たい。



なぜ、外科医は減ったのか
● 世相や時代の違い。

● コスパやタイパ、過剰に QOLを重視する風潮があり、より楽で稼げる仕事が選ばれてい
る。

● 一人前になるまでに長期間の修練を要する外科系を志す医師が減少傾向にある一番
の理由ではないか。背景には、日本の保険診療の問題、外科医が「好きでやってる」に
甘え続けている日本の体制にも問題がある。

● 改善策：処遇や保険診療を改革することは難しいかもしれない。

● 指導する側が変わるべきだし、外科系を目指す研修医を指導する専任の体制をしっか
り作ることが大切。

● 従来の「先輩の手技をみながら学ぶ」という徒弟制度的な外科の指導方法は時代に合
わなくなってきたのではないか。

● 旧式の指導を受けてきた上級医が、自分が受けてきた指導を繰り返しても優秀な跡継
ぎには恵まれないし、人も集まらない。

● 臨床研修センターを一歩踏み出し、大学や病院の垣根を超えた外科志望者の交流を
するべきだと思います。それは単に交流だけではなく、短期の国内留学や手術見学を
したり、手術指導を直接受ける場であるべきです。

● 外科医の立場から、外科は大変なところも多いし、責任という点で重く感じる部分もあ
りますが、それ以上に達成感が大きい分野だと思います。

● 多くの学生さんたちに魅力を伝え、外科へ来てほしい、と切に願っております



なぜ、外科医は減ったのか
● 以前は外科医師は男性外科医師中心に多かった

● 指導医側はメンター指導者の育成、指導者の育成体制の確立が急務ではないのか。

● 学生を外科に誘導する学生実習専門の教育職の存在を確立し、外科教室として診療
だけでなく教育、次世代確保のための取組、自分たちの学んできた技術の伝承が必要
だろう。われわれ内分泌外科は特に伝統芸、口や書物では伝えきれない要素が多そう
に思う。（外来管理も手術方法も）

● 臨床実習でまわってきた学生を放置するのではなく、学生にコミットしつづけて、興味を
持たせる努力、日常臨床に忙殺されて、学生の相手を雑事とするのではなく、しっかり
教育にたいして時間と労力をつかうことが最重要課題なのだろう。



内分泌外科医を取り巻く課題  
● 外科医の減少は著しい。一般外科が減少する中で内分泌外科も減少衰退する未来は

容易に予想される。

● しかし、中国の癌統計の動向もそうであるように内分泌疾患、甲状腺癌の発見率は健
診普及により 20%増加、女性癌の第四位と今後増加の一途をたどっている。

● 患者需要と医療供給のアンバランスが生まれている。

● これからの高齢化社会を迎えるにあたり、多併存疾患をかかえる患者が増えて、甲状
腺単科専門病院での管理よりは、総合病院での手術適応となる患者が増えてくる。

● 日本の内分泌外科診療は、伊藤、隈、野口、金地、山下といった専門病院に患者も専
門医師も集中するが、とりわけ大学病院や地域総合病院での内分泌外科は標榜科や
在籍医局員もすくなく、多くの外来患者を抱えて多忙を極めている。

● 我々のような希少外科に対する目に見えた保護措置や将来的な抜本的解決策の提案
はなく、

● 押し寄せてくる患者に対して、数少ない専門医師が責任感をもって日々の診療にあ
たっている。多忙な先輩達の姿をみて、入ってくる後輩も少ない。

● 外科医の保護、新たな若手外科医師育成に対する具体的な対策や予算確保について
などが必要。



Thyroid Cancer Incidence and Mortality

Thyroid Cancer Incidence and Mortality, 1975 to 2009Trends are shown for thyroid cancer of all histologic types. 
Incidence data are from Surveillance, Epidemiology, and End Results (SEER) 9, 1975 to 2009, maintained by the 
National Cancer Institute, National Institutes of Health, released April 2012, based on the November 2011 
submission. Mortality data are from the National Center for Vital Statistics.

JAMA Otolaryngol Head Neck Surg. 
2014;140(4):317-322.

検査の発展
（CT/PET）で
偶発発見が

増加。
死亡率不変



甲状腺癌罹患率　（2014年） 
　　　　　　　　　　　　男性　6.6人 
　　　　　　　　　　　 女性　１7.9人 
　　　　　　　　　　　(10万人当たり）　　　　　　　　　　　 
甲状腺癌死亡率　（2017年） 
　　　　　　　　　　　　男性　0.9人 
　　　　　　　　　　　　女性　1.9人 

罹患率は増えつつあるが、死亡率はほぼ横ばい
しかし甲状腺診療医・内分泌外科医は希少、専門医400人
ほぼ専門病院（伊藤・隅・野口）＋金地に医師と患者が集中
併存症多数ある総合的治療が必要な患者への手術が課題

甲状腺腫瘍の疫学

中国では、甲状腺がん
の発生率は毎年20％
ずつ増加、都市部の女
性で4番目に多い悪性

腫瘍。



● 他科・多職種連携のチーム医療に
よる周術期管理  麻酔嚥下ﾘﾊ

● 多併存症への対応  術前院内
ｺﾝｻﾙﾄ

● 内分泌内科・耳鼻科の協力体制

● 手術・術後管理の定型化

● デバイス： NIM反回神経ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、
ﾘｶﾞｼｭｱ   ﾊﾞｲｸﾗﾝﾌﾟ

● 皆が見える術野づくり術野ｶﾒﾗ

● 安定した術者・助手メンバー

甲状腺外科の活動と目標

● 外科医人材確保

● 術者100例に早期到達

→術者集約化　手術ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

● 手術症例数 ↑　紹介患者数 ↑
● 甲状腺外来定型化  受入体制↑
● 技術継承・後進の人材育成

● 動画撮影による検証

● 同じ手術を繰り返し

● 短時間で確実な反回神経処理

【近年の術者別症例数】
専門医条件：100症例 
年約50例の甲状腺症例を大切に 
最短3-5年での術者症例の獲得計画 

専
門

医
育

成

安
全

な
手

術

専門医取得済 （2023年3月末時点）



ある内科医からの鋭い指摘  

『そもそも耳鼻科でできるのに、
なぜ内分泌外科医を増やす必
要があるの？』



問題点

●内分泌外科の定義の曖昧さ

→内分泌外科≒外科、耳鼻科、
泌尿器科も含まれる

●耳鼻科医と外科医の違い

→全身管理に長けている

　耳鼻ではない、消化器でない

　頭頚部腫瘍



内分泌外科の定義  

●内分泌外科とは、ホルモンを分
泌する臓器（甲状腺・副甲状腺
・副腎・膵消化管など）に発生す
る腫瘍や機能異常に関する外
科的診断や治療を研究する学
問です。

2025年5月20日
ホームページリニューアルのお知らせ（日本内分泌外科学会）
https://jaes.umin.jp/about/overview.html



•ホルモン異常による病気（内分泌疾患）を診療し、診断
やホルモン臓器に対しての外科的治療を専門にする。内
分泌内科に呼応する形で産まれ、専門医は全国に僅か
で、専門性と希少性の高い分野。一般外科をベースに体
表外科である甲状腺や副甲状腺、乳腺、腹腔内では副
腎、膵臓を専門に扱うことが一般的。現在当科では甲状
腺・副甲状腺疾患を扱う。

•甲状腺疾患の潜在的な罹患者数は多く、日本人の3割
程度に甲状腺疾患をもつ可能性が指摘されている。ま
た、女性に多い疾患で、落ち着いた経過を生涯にわたっ
て経過観察していくことが一般的である。

•手術やエコーガイド下穿刺手技のみならず、内分泌の知
識や診断学、頚部超音波、ホルモン値や血清カルシウ
ム・ビタミンD値の解釈などの内科的知識も要求される。
専門医が少ない特殊診療科であるからこそ患者さんに
求められるやりがいのある仕事です。

良性疾患
バセドウ病、プランマー病、橋本病、腺腫様甲状腺腫（縦隔甲状
腺腫を含む）、原発性/続発性副甲状腺機能亢進症

悪性疾患 甲状腺癌、副甲状腺癌

内分泌外科とは

https://plaza.umin.ac.jp/~todai3ge/endocrine/training.html



若手医師をつなぐ
「内分泌若手の会」

山下 智1,2 

1) 東京大学医学部附属病院　胃食道・乳腺内分泌外科 

2)おおたかの森西口クリニック　内分泌外科 

 

 

 

第37回内分泌外科学会 2025年5月22日S1-3
シンポジウム  1：内分泌外科医の教育：若手医師が求めるもの
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�若手をつなぐプラットホーム



東京大学病院胃食道・乳腺内分泌外科

外科医を目指す若手医師
東京大学病院胃食道・乳腺内分泌外科

外科医を目指す若手医師■他学会の若⼿の会 乳癌学会U-40 MIRAY1

活動⽬標：
• 施設、科を超えた横断的ネット

ワークの形成
• キャリアパス⽀援
• 学⽣や研修医のリクルート‧教育



東京大学病院胃食道・乳腺内分泌外科

外科医を目指す若手医師
東京大学病院胃食道・乳腺内分泌外科

外科医を目指す若手医師■他学会 内分泌学会U-47 中堅若⼿の会（YEC）

活動⽬標：内分泌代謝
領域の基礎及び臨床研
究を志す若⼿‧中堅研
究者の育成を恒常的に
促すことを⽬的として
活動しています。



東京大学病院胃食道・乳腺内分泌外科

外科医を目指す若手医師
東京大学病院胃食道・乳腺内分泌外科

外科医を目指す若手医師■他学会の若⼿の会

U-40 日本心臓血管外科学会
https://jscvs.or.jp/u-40/https://jscvs.or.jp/u-40/

日本呼吸器外科学会 JACS NEXT
http://www.jacsurg.gr.jp/jacsnext/next-top.html

■コンテンツ
◆ JACS-NEXTとは理念と⽬的
◆ (1) 若⼿医師の知識、技術の教育‧啓発を⾏い、成熟を促進する。
◆ (2) 施設や所属医局の垣根を超えたネットワークを作り、情報交換、親睦を図

る。
◆ (3) キャリアパス形成を実現するため修練環境の整備と向上を⽀援。
◆ (4) 学⽣や初期臨床研修医のリクルート活動を積極的に⾏う。
◆ (5) 未来の呼吸器外科を担う⼈材を育成する。

■コンテンツ
◆ U-40とは
◆ 代表挨拶
◆ 支部（8支部）
◆ 主な活動
◆ イベント情報
◆ U-40 会員専用
◆ U-40代表は⼼臓⾎管外科学科理事会のオブザーバー
◆ サマースクール



東京大学病院胃食道・乳腺内分泌外科

外科医を目指す若手医師
東京大学病院胃食道・乳腺内分泌外科

外科医を目指す若手医師■他学会の若⼿の会

心不全・循環器系学会の連合 - U40心不全ネットワーク
https://u40hf.com/https://u40hf.com/

日本消化器外科学会 Under 40委員会
https://www.jsgs.or.jp/modules/education/index.php?content_id=33

■コンテンツ
◆ Under 40委員会

• ❝Under 40委員会❞とは
• ビジョン
• ミッション
• 理事⻑よりメッセージ
• 委員紹介（写真）
• これまでの活動

◆ U-40セミナー
◆ U-40座談会

◆ U-40⼿術⼿技勉強会
◆ U-40アンケート調査結果
◆ U-40委員会キックオフ
◆ U-40コラボ企画
◆ U-40公式SNS運⽤ポリシー

■コンテンツ
◆ ABOUT US
◆ U-40心不全ネットワーク？
◆ 参加申込
◆ Core Members
◆ Heart Failure Fellow Course
◆ Research Projects
◆ Activities
◆ Publication
◆ Web配信
◆ お知らせ ~What’ new~



U-40の共通項

•横断的ネットワーク
•キャリア支援
•ワークライフバランス
•学生からのリクルート
•意見集約機関
•研究支援
→各々の領域の幹部候補生育
成の目的が垣間見える。



過去3年間 学会の取り組み  

2022年 第34回日本内分泌外科学会総会  特別企画1
「内分泌外科の未来に向けて今何が必要か ?」

2023年 第35回日本内分泌外科学会総会  PD5
「心身ともに元気で長く働くために」
働き方改革や女性医師の支援に向けて

2024年 第36回日本内分泌外科学会総会  
特別企画1「内分泌外科専門医制度のこれまでとこれから」
特別企画2「内分泌外科医のリクルート戦略」
若手医師・女性医師から魅力的な内分泌外科になるために
は

山﨑 春彦 魅力的な内分泌外科にするために～各分野での取り組み（外科編）～
滝澤 奈恵 魅力的な内分泌外科にするために―泌尿器科での取り組み―
北村 守正 魅力的な内分泌外科にするために～各分野での取り組み（耳鼻咽喉科・頭頸部外科編）～



今までの学会の取り組み  

2023年 第35回日本内分泌外科学会総会  
PD5
「心身ともに元気で長く働くために」
働き方改革や女性医師の支援に向けて

佐川　庸　男女共同参画医療の現状と課題
尾身葉子　働き方改革への取り組み
藤島　成　ICTの活用とタスクシフトによる労働環境改善
菅沼伸康　働き方改革に向けた準備状況　～総合外科医局での取り組み～
中澤祐子　女性外科医のキャリア形成



今までの学会の取り組み  

2024年 第36回日本内分泌外科学会総会
特別企画  1「内分泌外科専門医制度のこれまで
とこれから」

特別企画2「内分泌外科医のリクルート戦略」
若手医師・女性医師から魅力的な内分泌外科に
なるためには

特特 企 「内分泌外科 ク 戦略

市川智彦　泌尿器科領域における内分泌外科専門医の現状と課題
北村守正　耳鼻咽喉科・頭頸部外科における内分泌外科教育と今後の展望

滝澤奈恵　関西医科大学泌尿器科における若手医師・女性医師リクルート・育成戦略
五島悠介　千葉大学泌尿器科と関連病院での副腎外科医リクルート戦略
塚本大樹　一般外科医が内分泌外科医を志した理由
崎村千香　ダイバーシティアンケート結果の報告と、今後、取り組むべき課題について
福原隆宏　魅力的な内分泌外科学会にするために～耳鼻咽喉科の立場から～



医学生の参加2025年外科学会  



医学生6年生　堀添惠さん  

各々の若手学生に
合わせた研究テーマ
の提供
話し合いを持ち、
半年前からの準備

学究タイプの彼女に
は・・・
内分泌内科の知識も
あわせた副甲状腺の
局在診断とPDEについ
て



5年生金子なるみさん内海智玖君5年生金子なるみさ

手術好きの彼女は・・・
縦隔鏡鏡視下手術

ﾁｬﾚﾝｼﾞ精神旺盛の彼には
…
本邦初報告症例を



専攻医望月Dr・八木橋Dr発表  

消化器志望の彼には…
超高齢者の手術適応



東大の若手をつなぐプラットホーム



このプラットホームでできること

既存の外科専攻医を外科診療科同士が奪い合うのではなく、
医学教育部門も巻き込んで、卒前教育からアプローチする
外科医のなり手を増やす



患者さん向け診療補助解説動画



レジデントとの対談動画



公開にあたって院内他部署と折衝  

●広報担当：パブリックリレーショ
ンセンター

●個人情報担当：法務・コンプライ
アンス室　顧問弁護士

●医学教育部門：卒前卒後教育


